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11 活動記録
教育・研究活動

研究者インタビュー
特集　 中村和幸講師インタビュー：非線形な時系列現象の構造を浮き彫りにする

岡嶌亮子 「現生生物と古生物化石の形態から適応進化の一般法則を探す」
徳永旭将 「オーロラ・サブストームの前兆現象を数理でとらえる」



非線形な時系列現象の構造を
浮き彫りにする
数理を駆使して時空間・時系列データから
有益な情報の抽出や特徴付けをする

special issue
Lecturer NAKAMURA, Kazuyuki

特集  中村和幸講師インタビュー

 図1： 中村和幸講師の研究テーマ

●  データ同化・ベイズ型時空間データ解析
 津波・地盤変形・浸透流解析・遺伝子ネットワークのデータ同化、
 大規模・非線形状態空間モデルにおける粒子フィルタアルゴリズム 

● 時系列解析
●  経済現象数理学 
 高頻度金融時系列データの解析

● データに基づく数理モデリング法

02 03

　中村和幸講師の専門は、「時空間データの統計的モデリング

と解析」。非線形現象を含む様々な現象の時間的・空間的な変

動を扱うための数理であり、その目的はシミュレーションモデ

ルによる推定を目的に合わせてより精密に、あるいは高速にで

きるようにすることだ。現実のいくつかの現象を例に挙げて

その数理について説明していただいた。

－中村先生は様々な現象の時間的な変化を解析する数理を研

究されているそうですね。

　ええざっくりいうと「時空間・時系列データから新たな知見を

見つける研究」 をしています（図1）。最近は主に「データ同化」

について研究しています。これはそもそもは気象学の分野で使

われたアプローチでしたが、様々な分野に使われ始めています。

　例えば、気象予報のためのシミュレーション計算では細かい

メッシュを作りたいのですが普通は計算に必要なメッシュの

点数に対して観測点数が少ないです。こういう状況を「説明変

数が足りない」と言います。昔はこういう場合には連続近似と

いう方法で、つまりあるカーブを想定して、データを補間して

いました。

　これに対して、データ同化はそういう「観測できない状態」の

推定に使います。現実を説明するために、観測情報の反映が

必要な、例えば天気予報のシミュレーションの初期条件の較正

や、よりよい観測点の配置、そしてシミュレーションモデル自

体の改善に応用できます。

－具体的にはどんな現象を扱っているのでしょうか?

　最近扱っている現象は、①株価や為替などの経済時系列現

象、②地盤変形（沈下）や津波などの防災に関係する自然現象、

所 属・役 職： 明治大学大学院先端数理科学研究科現象数理学専攻 特任講師
先端数理科学インスティテュート研究員

専 門・学 位：統計科学・データ同化、博士（学術）・総合研究大学院大学
研 究 内 容： 時空間・時系列データの統計的モデリングと解析、地球物理学・地盤工学・

生命科学・経済学シミュレーションにおけるデータ同化

ベイズ統計やデータ同化といった統計数理の手法を用いて、自然科学・

社会科学の諸現象に現れる時空間・時系列データから「何かを見つけ

る」「将来を予測する」ための解析とモデリングの研究を行っている。

中村和幸
P R O F I L E



 図3： PUCKモデルによる解析結果例

・あてはめは、各500時点の局所時系列毎に行う
・最終点にAIC最小のポテンシャル次数をプロット
・大きく変化した際に、２次から３次、４次とポテンシャルが変化
・２次では安定、３次で不安定化、４次で双安定という解釈ができる
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特集  中村和幸講師インタビュー

 図2： PUCKモデル
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るのは困難です。そこで、何か所かの観測点での水位などを

観測して、透水係数を同定します。この時にデータ同化の考

え方を使うと、初期条件が違う設定でシミュレーションを始

めても、水流の具合と透水係数を適切に推定できるようにな

ります。

　さらに現在は、地盤・地下水の問題に加えて、今年の震災の

時の津波の解析を進めているところです。海に設置された

計測機や被害が少なかった沿岸の観測などの結果から津波

の様子がある程度分かってきました。それによれば、後続波

のほうが大きかったということなので、それはなぜかを考え

ています。加えて、実際沿岸に到達したときに被害が生じる

わけですが、その過程をいかに表現するかということを、博

士課程の院生と考えています。

遺伝子間の相互作用を精度よく予測

　細胞内では、さまざまな遺伝子の発現（タンパク質等が合成

されて機能をもつこと）が、互いの相互作用のもとで起こって

います。その遺伝子の発現量である、タンパク質やメッセン

ジャーRNAの発現量は、実験技術の発達によりその時間的変

化が観測できるようになっています。そこで、遺伝子の相互作

用のメカニズムについて、モデルを使った予測値と、実際の観

測データとを数理的に突き合わせて、その予測精度を上げら

れるかどうかを研究しました。

　研究で使ったモデルは生物の体内時計（概日周期）のモデル

です。メッセンジャーRNAやタンパク質の間には複雑な関係

があるのですが、観測には、そのうちの4つの変数の一部分の

時点のデータを用いました。ここで、データ同化をうまくやる

と予測を改善できることが分かりました。この手法をうまく

使うと、「推定がどれだけ外れてもこの範囲に入ります」、「こう

いう仮定だと、何％のリスクがあります」といったことを示す

ことができるようになります。

ベイズ型時空間データ解析の醍醐味

－元になっている数理はどんなものですか？

　ベイズ統計学、というかベイズ型の時空間データ解析という

言い方をします。説明変数に対してデータが少ない状況で、別

の前提知識を自然に入れられるのがベイズのよいところです。

ベイズの式は図4のような形をしています。

　P(Y|X）はある原因Xが起きた時にYが起きる確率です。

P(X)は何かの現象で、P(Y)はその結果として実際に観測でき

ます。これらを仮説や過去の知見、データから与えて、図４の

左辺にあるP(X|Y)、すなわち観測が得られたときの元の現象

の確からしさを確率として探るのがベイズの方法です。

　事前に考える現象Xのモデルはどんなものでもよく、複数

の、全く違う原理に基づくシナリオ（モデル）でも１つの式に

（確率的に）入れられます。複数の仮説があってどれも十分

もっともらしい（差が付けられない）ならば、等確率として表現

して入れてみればいい。そうして実際に観測されるデータを

③遺伝子ネットワーク（遺伝子の発現順序）の3本が柱になっ

ています。

経済現象の時間的変化を解析

　株価や為替の値動きを扱う従来の経済学では、ある程度

ゆっくりとした時系列変化に対応したモデル（時系列モデル）

がありました。しかしそういったモデルでは、より短い時間

に、大きく変化する現象の構造を抽出するのが難しいという

問題がありました。例えば、暴落とか暴騰の局面の現象の解

析に使うのは困難でした。

　これに対して、MIMS所員でもある経済物理学の高安

秀樹教授と、共同研究者の高安美佐子准教授（東工大）は

「PUCK(Potential of Unbalanced Complex Kinetics)モデル」と

いうモデルを開発されました(図2)。

　PUCKモデルは「ポテンシャルが価格変動に影響を与える」

という枠組みを表したモデルです。これまでの研究では、高

次のポテンシャルを考えて、統計科学の分野で開発された赤

池情報量規準（AIC）が最小となるポテンシャルの次数を調べ、

その変化で安定性の推定を行うということがされています。

その場合、2次は安定、3次は不安定、4次は双安定になります

（図3）。このモデルにデータ同化の手法を組み合わせて東日

本大震災前後の為替データの解析をやってみました。

　現在院生さんと進めているこの解析では、より原始的な

PUCKモデルの係数を、精密に推定するということをやって

います。東日本大震災の時は、地震が起きた直後は円安にな

り、しばらくして円高となり、1週間後にさらに急激に円高が

進みました。こういう異常時の変動は、その時点でリアルタ

イムに市場の状態を推定するのは難しいのですが、PUCKモ

デルに私が以前から研究している「粒子フィルタ」をうまく組

み合わせることで、かなり精度のよい状態推定が可能となり

ました。

地盤変動をデータ同化で調べる

　また、津波の観測データを使って海底の地形をより良く推

定するという研究をしました。日本海での観測データを使っ

たのですが、この例はGCOEのWebサイトでも動画で紹介し

ています（注1）。

　他には、地盤の変動に関して、既にいろいろな応用を共同

研究で進めています。例として、地盤内の地下水の浸透流解

析について紹介しましょう。地盤の中で地下水がどの程度

流れているかを調べたい、というニーズがあります。直接に

は調べられませんから、いくつかの観測点での実測値で、そ

の広がりを推定することになります。

　ここでは、水が物質中を浸透する現象を表す浸透流を解く

モデルを使います。このモデルの中には、現象に大きな影響

を与える透水係数というパラメータがあります。地盤の中

ではこれが場所によって違います。さらにサンプルを掘り

出しても地中の状態とでは変わってしまうので、直接に調べ



special issueLecturer NAKAMURA, Kazuyuki
特集  中村和幸講師インタビュー 先端数理科学研究科

現象数理学専攻
2011年4月誕生

図4： ベイズの定理と生成モデル

図5： 粒子近似のイメージ（注2）

図6： コンピュータ・ビジョンでの粒子近似の応用例のイメージ
P(X|Y):あるデータが得られた時にある現象である確率
P(Y|X)：ある現象があったときに、あるデータが得られる確率
P(X)：現象が発生する確率
P(Y)：データの生成確率

実線で描画した分布が表現したい条件付き分布、軸上に表した丸の集まりが粒子近似された
粒子群である。各丸が分布からのサンプル（実現値）であり、その集合により分布を近似する。

ロボットが蝶やボールを見てその行先を瞬時に予想するために粒子近似が使われている。
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ので、それを聞いて自分の研究したいテーマに合わせて先生

を選ぶことができます。他にはあまりない制度でしょう。そ

の後も複数の教員が研究をサポートする体制になっています

し、何よりここにはユニークな研究をしている人がたくさん

いますから、やる気になれば何でも勉強できると思います。

　私は、大学の時は工学部にいて、卒論では制御理論の応用

の研究をしていました。その後、様々な分野を学び、かつ研究

して今に至るのですが、改めて考えてみると「現実に関係する

時系列データや時空間データの解析」という切り口で歩いて

きたようです。時系列や時空間のデータに関しては、様々な

手法を知っています。現実のデータに関するデータ解析全般

について、時には指導、時には一緒に考えていくということを

したいと考えています。

　データは現実世界を最もダイレクトに反映したものです。

そのため、データ解析は実際の現象を最も直接的に理解する

方法ですし、そのことこそがデータ解析の醍醐味だと考えて

います。このような醍醐味を味わいたい方はぜひ志望してき

てほしいと思っています。

注1:　 「現象数理学の最前線」http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/jpn/movie/

saizensen/index.html より「『データ同化』によって結果から原因

を探る」（中村和幸講師）参照

注2:　 中村和幸，樋口知之，「最近のベイズ理論の進展と応用[II] ─逐次

ベイズとデータ同化─」 電子情報通信学会誌，Vol. 92, No.12. pp. 

1062-1067より引用。Copyright(c)2009 IELCE

明治大学大学院先端数理科学研究科は、現象の本質を見抜き、理解
する抽出モデルの構築を柱とする数理科学＝現象数理学の教育研
究を行います。現象数理学は本学が生み出した新しい学問分野で
あり、明治大学先端数理科学インスティテュートを母体とする現
象数理学グローバルCOEが研究活動を進めています。その成果
を教育につなげるために作られたのが本研究科です。本研究科で
は、自然・社会・生物等に現れる複雑現象の数理的解明に必要な知
識を習得できます。

◆研究対象としての現象
① 錯視や錯覚、思考に見られる知覚・認知現象
②  経済活動、金融工学、渋滞のメカニズムなどの社会現象
③  免疫系、遺伝子構造、ガン細胞メカニズムなどの医学現象
④ 生命活動や生態系、進化などの生物現象
⑤ 地震のメカニズムや地球環境などの物理現象
⑥ 化学反応やタンパク質合成に現れる非平衡現象　　など

◆現象数理学の習得のために
現象数理学の習得には、現象の数学的記述＝「モデリング」、その解
析＝「シミュレーション」、そして「数理解析」の連結が不可欠です。
そこで博士前期・後期課程ともに複数指導体制を採ります。前期
は「複数研究指導制」として正指導教員1名と副指導教員2名が協
力し研究指導をします。後期では「チームフェローによる複数指
導」として、研究テーマに応じて上記3分野から1名ずつ計3名の
正指導教員がチームフェローを組み、多面的な研究指導をします。
本研究科は学部組織を持たない独立研究科です。他大学の出身者
の方にもどんどん入学していただきたいと思います。また文系出
身者でも、学部一年で学ぶ基礎的な数学と論理的思考能力、そして
社会科学の問題にチャレンジする気概がある方には、最適な学習
の場になると思います。

◆2013年4月、新キャンパスへ移転
本研究科は2013年には東京・中野にオープンする新キャンパス
（同年4月竣工予定）へ移転する予定です。

見ると、各シナリオの確からしさが出てきます。それを基に、

使えるシナリオを絞り込んでいくことができます。

　人間の思考様式と同じく、先験的な知識を実際の観察結果

の学習の繰り返しで更新していくことを数式化したのがベイ

ズの式だともいえます。現象の解析においては、推論の結果

「従来の知見よりも新しいことに近づいたかどうか」が重要な

のですが、従来の手法では、その厳密性故にそこまで言い切れ

ないことがありました。実際の人間の思考は、研究も含めても

う少し柔軟に思われます。そこで、人間の思考様式に近いベイ

ズ統計を適切に使うことで、きちんと良し悪しが言えるように

なるのです。

非線形かつ非正規な分布を
扱える粒子フィルタ

　ベイズ推定を数理的に実現する方法にはいくつかあるの

ですが、その一つとして私が得意にしているのが「粒子フィル

タ」という手法です。

　シミュレーションから得られる予測値に対して、実際に観

測できる値が少ない場合には、間をつなぐために「非線形非

ガウス状態空間モデル」というモデルを使います。このモデ

ルで、ある時点より過去や現在の分布を表現するために、粒子

フィルタを適用します。

　初等的な統計では正規分布のような少数のパラメータで分

布の形を表せる分布しか習いませんが、現象とはもっと複雑

で、正規分布ではない場合も多いのです。粒子フィルタは、分

布を多数の観測値（実現値）の集合で近似するもので、あらゆ

る分布を近似できます（図5）。

　この手法は、コンピュータ・ビジョンの世界で、ロボットが

蝶やボールを見て、その行先を瞬時に予想する、といったとき

にも使われています（図6）が、経済現象に当てはめると、過去

の株価や為替などからかなりリアルタイムに直近の状態が予

測できるのです。さらに粒子フィルタを使うメリットとして、

経済学で言われてきた自然な知識、例えば金利を下げたら株

価はこうなる、といった知識を簡単にモデルに組み込めます。

ここに先のベイズの考え方が使えるのです。

　粒子フィルタを使うには、粒子数分だけのコンピューター・

シミュレーションをしなければなりません。コンピューター

の性能も上がっていますが、さきほどの遺伝子発現のモデル

では、アルゴリズムを工夫してコンピューター上で1億個の

数の粒子のシミュレーションをやりました。これからさらに

いろいろな現象の解析に使えるようになると思います。

データ解析に興味がある人は大歓迎

－先端数理科学研究科に、そして先生の研究室を希望する人

にメッセージをいただけますか。

　先端数理科学研究科では、入学してから正式に指導教員を

決められるようになっています。入学後のガイダンスにて、

各教員が自分の指導できるテーマについてプレゼンをする
中野キャンパス整備計画（第1期工事）外観CG完成イメージ

http://www.meiji.ac.jp/ams/



― 徳永さんは地球物理学の研究をされているそうですが、どん

な現象を扱っているのですか。

　「オーロラ・サブストーム」という現象に注目しています。

　太陽から吹いているプラズマが地球にとらわれると上空に

溜り、それが何かのきっかけで大気圏に落ちてきます。これ

がオーロラです。1990年代からの人工衛星による観測でオー

ロラの素になるプラズマがどこに溜まるかは分かったのです

が、何がきっかけで落ちてくるのかは、いまだに分かりませ

ん。これは磁気圏物理学（地球物理学の一つ）の最大の難問で

あり、解決には前兆現象の検出が重要です。これが基礎科学

としての動機です。さらに直前予測が出来れば社会に役立ち

ます。オーロラに伴って地上に大電流が流れて大きな障害を

起こすことがあるのですが、それにちょうど良いタイミング

で対処できるようになるからです。

― どうやって前兆をとらえるのですか。

　地上での磁場変動の観測データを使うのがベストだと

思います。私は、九州大学が協力して開発した国際的な観

測システム「マグダス環太平洋地磁気ネットワーク観測網

(MAGDAS/CPMN)」（注1）から得たデータを使っています。

　オーロラは地球規模の構造変化が原因で起きます。その変化

が、地上には通常5万Ｔ（テスラ）くらいの地場のある中で、数100

ナノTの変化として観測できるのです。オーロラは高緯度地方

で起きる現象ですが、日本でも変化が観測できます。

　ただし、観測装置をできるだけノイズがない環境に設置し

なくてはいけません。近くに線路があるような場所ではだめ、

自動車が通るだけでもだめなんです。それでいてインター

ネットがあるところを探して設置しに行くのです。

― 実際に前兆が検出できたのですか。

　リアルタイムではまだ無理ですが、オフラインでは前兆を

とらえられるようになってきました。図1を見てください。

（A）がオーロラ・サブストームが起きたところで、最初の発光

が（B）、その前兆として（C）の時点から、磁場の強さのベースラ

インが上がっていることが検出できました。

　実は研究者ならばデータを見てどこでオーロラが起きるかが経

験的に分かるのですが、人によってばらつきがある。オーロラ・サ

ブストームに関する論争が何十年も収束しないのはそのためです。

そこで、データさえあれば誰でも再現できるように、専門家が感覚

的にとらえているものを定量化したいのです。データ・ドリブンで

サブストームの前兆を検出するという手法は、地球物理学の世界

にはない新しいアプローチですから、インパクトがあると思います。

　また、次のステップとして、データから定量的に「こういう風に

構造が変わった」と言えるようにしたいと思っています。

― 構造の変化まで分かるものなのですか？

　そこが難しいところです。中村和幸先生のSSA理論や岡部靖

憲先生のＫＭ２Ｏ理論、そしてデータのカオス性を評価するカオ

ス時系列解析が役立つのではないかと思って勉強しています。

オーロラ・サブストームの前兆現象を数理でとらえる

― 岡嶌さんの研究テーマを教えてください。

　私は生物の適応進化に興味があり、主に理論形態学とバイオ

メカニクスを用いて研究をしています。

　具体的には、東北大学生命科学研究科の博士課程から、陸生

の巻き貝、カタツムリの貝殻の形態を研究しています。世界中

の様々なカタツムリの殻の最大直径（d）と高さ（h）の比h/dを横

軸に取り、出現頻度を縦軸に取ると、図1のように二山の分布に

なります（海の貝では連続的な一山の分布をとります）。この二

極化は、陸上は重力の影響が強いために、殻の形が木や地面と

いった異なる表面でのバランスに適応した結果とされてきまし

た。私は、この仮説を物理的に検証したいと考えました。

　カタツムリの殻形の二極化が、重力の影響で説明できるのな

らば、 一つの要因に対して取りうる解が複数あるために不連続

化したということになります。生物の形質がなぜ、どのように不

連続化するかという研究は、多様性や種分化の観点からも、非

常に重要です。

　そこで、殻のバランスをモーメントを用いて推定しました。モー

メントは、殻の重みがカタツムリを、それがはっている表面から引

きはがすように働く力です。縦長の貝や平たい貝が、ある角度の

斜面上を、その殻を最適な角度に保ちながら移動すると仮定し、

バランスを推定しました。

― それで仮説通りの結果が示せたのですね？

　厳密には少し違う結果となりました。水平な面で最も適して

いるのは平たい貝なのですが、垂直な面では、縦長の貝だけでな

く平たい貝もバランスがよかったのです。これらの結果を総合

的に解析すると、仮説の通り、中間の縦横比をもつ貝のバランス

が最も悪いという結果となりました。そして、その縦横比が、実

際に野外で出現頻度が最も低い縦横比に近いことも分かりまし

た。今後、こうしたシミュレーションと化石のデータを比較でき

れば、生物が水中から陸上に進出してからの重力への適応進化

を解明できると考えています。

― これからはどんな研究をしたいですか？

　様々な現象に興味がありますが、貝の殻形態の研究も中心的

に続けていこうと考えています。先ほどのシミュレーションでは、

単純化のために、常に最適な角度で殻を保持できると仮定しま

したが、実際のカタツムリがどのような角度で殻を保持している

かを調べた例はほとんどありません。

　また貝は成長と共に、殻の口部分に材料を少しずつ付加させ

て、殻をより大きくしていきます。従って、巻きの中心軸に対する

殻口の角度と殻全体の形には強い関係（幾何学的制約）がありま

す。この制約をモデルによって確かめ、更に、実際の生物がその

制約からどのように適応するのかを、行動観察および殻形の計

測を合わせることで明らかにしようという計画です。貝殻の傾

きは、このように、殻の形成という成長過程や姿勢の保持という

行動によって決まる量であり、この傾きに着目することで、陸生巻

貝の陸上への適応について、成長過程や行動の面からも理解を

深めたいと考えています。
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学歴： 神戸大学理学部地球惑星科学科卒業後、東北大学大学院生命科学研究科生態シ
ステム生命科学専攻博士課程前期・後期を修了。

職歴： 東北大学生態適応GCOEリサーチアシスタント、日本学術振興会特別研究員
（DC2）を経て、現在、GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）。

学歴： 九州大学理学部地球惑星科学学科卒業後、同大学理学府地球惑星科学専攻博士前期
･後期課程を修了。

職歴： 現在、GCOE-現象数理ポスト･ドクター（PD）

若 手 研 究 者 イ ンタビューYOUNG RESEARCHER INTERVIEW

岡嶌亮子 徳永旭将
OKAJIMA, Ryoko TOKUNAGA, Terumasa

現生生物と古生物化石の形態から適応進化の一般法則を探す

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
明治大学研究推進員（ポスト・ドクター）
GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD） 

専門： 数理生物学、理論形態学、バイオメカニクス
学位：博士（生命科学）・東北大学

所属：  先端数理科学インスティテュート研究員
明治大学研究推進員（ポスト・ドクター）
GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）  

専門： 地球磁気圏の諸現象に関する時系列解析・
モデリング、 オーロラ嵐の前兆検出

学位：博士(理学)・九州大学

注1： 環太平洋地域を中心
に世界50カ所に設置され
た環太平洋磁力計ネット
ワーク（CPMN）と、その磁
場観測やレーダーによる
電場観測データをリアル
タイムで取得するための
システム。

図1　 地磁気の変動か
らオーロラ・サブ
ストームを予知
する（SSAでと
らえた前兆）

図1　 カタツムリの殻の最大直径と高さの比



● Advanced Mathematical Sciences C
　「Mathematical Everywhere」
開催期間：2011年7月19日～22日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A401教室

コーディネーター：三村昌泰（拠点リーダー）

7月19日

10:30 -12:00　�「A billiard problem of a self driven ball（1）」 

三村昌泰・明治大学、拠点リーダー

13:00 -14:30　�「A billiard problem of a self driven ball（2）」 

三村昌泰・明治大学、拠点リーダー

14:40 -16:10　�「Invitation to simple modeling of complex 

phenomena (1)」時枝　正・University of Cambridge

16:20 -17:50　�「Problem session (演習)」 

三村昌泰・明治大学、拠点リーダー

7月20日

10:30 -12:00　�「Another look at Ancient Mathematics from Modern 

Point of View --- An Introduction of Historico-

Philosophical Approach toward Mathematics」 

長岡亮介・明治大学

13:00 -14:30　�「Topological Crystallography」 

砂田利一・明治大学、事業推進担当者

14:40 -16:10　�「Invitation to simple modeling of complex 

phenomena (2)」時枝　正・University of Cambridge

16:20 -17:50　�「Problem session（演習）」 

砂田利一・明治大学、事業推進担当者

7月21日

10:30 -12:00　�「Towards Noncommutative Differential Geometry 

(1)」前田吉昭・慶應義塾大学

13:00 -14:30　�「Towards Noncommutative Differential Geometry 

(2)」前田吉昭・慶應義塾大学

14:40 -16:10　�「Invitation to simple modeling of complex 

phenomena (3)」時枝　正・University of Cambridge

7月22日

10:30 -12:00　�「Geometric methods　in quantization」 

吉田尚彦・明治大学

13:00 -14:30　�「Can we go beyond manifold ?」 深谷賢治・京都大学

14:40 -16:10　�「Invitation to simple modeling of complex 

phenomena (4)」時枝　正・University of Cambridge

16:20 -17:50　�「Problem session（演習）」時枝　正・University of 

Cambridge

●先端数理科学 A
　「地球変動と数理」
開催期間：2011年8月23日～26日

会場：明治大学駿河台キャンパス紫紺館3階会議室

コーディネーター：中村和幸（MIMS研究員）

8月23日

10:30 -12:00　�「地球規模変動と数理序論－大規模現象モデリング

とその数理－」 中村和幸・明治大学

13:00 -14:30　�「重力と変位の観測」 佐藤忠弘・東北大学

14:40 -16:10　�「地球潮汐，地球回転と大気・海洋」 

佐藤忠弘・東北大学

16:20 -17:50　�「氷河の変動と地球の粘弾性応答」 

佐藤忠弘・東北大学

8月24日

10:30 -12:00　�「地殻変動データの逆解析でわかる地震の多様性」 

堀　高峰・海洋研究開発機構

13:00 -14:30　�「地震発生の力学モデル」 堀　高峰・海洋研究開発機構

14:40 -16:10　�「データ同化による地震発生予測に向けて」 

堀　高峰・海洋研究開発機構

16:20 -17:50　�「演習」中村和幸・明治大学、MIMS研究員

8月25日

10:30 -12:00　�「データ同化基礎」 蒲地政文・気象研究所

13:00 -14:30　�「海洋モデリングの基礎と海洋観測」 

蒲地政文・気象研究所

14:40 -16:10　�「海洋の過去から未来を知るデータ同化システム」 

蒲地政文・気象研究所

16:20 -17:50　�「演習」 中村和幸・明治大学、MIMS研究員

8月26日

10:00 -11:30　�「データ同化とベイズ統計」 樋口知之・統計数理研究所

12:30 -14:00　�「逐次ベイズフィルタ」 樋口知之・統計数理研究所

14:10 -15:40　�「逆問題と信号分解」 樋口知之・統計数理研究所

15:50 -17:20　�「地球規模変動における予測と知識発見」 

中村和幸・明治大学、MIMS研究員

●現象数理談話会（GCOE Colloquium）
第 16 回現象数理談話会

開催日：2011年9月26日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -17:30　�「自然渋滞はなぜ起きるか」 坂東昌子・NPO法人知的

人材ネットワーク あいんしゅたいん

●「非線形非平衡系の現象数理学の発展シンポジウム」
　GCOE レクチャーシリーズ
　「"Basic Theories of ODE"」
講師：�郭忠勝 Jong-Shenq Guo（明治大学、客員教授・淡江大学（台湾）、教授）

開催期間：7月18日　10:20 -12:00、14:40 -16:10

「Local existence theory for IVP」

「Local & Nonlocal BVP: solution structures」

「Sturm theory: zeros of solutions to ODE」

●「非線形時系列に対する現象数理学の発展」シンポジウム
世話人：�岡部靖憲（事業推進担当者） 

中村和幸（MIMS研究員）

第 13 回 「複雑系現象の時系列解析 13」－生命・数理・地球物理現象－

開催期間：2011年8月5日～6日

会場：明治大学駿河台キャンパス大学会館第4会議室

8月5日

13:00 -14:00　�「時系列変化構造解析に基づく実証分析－脳波から

感情変化を抽出する試み－」 

日高徹司・明治大学大学院D3

14:30 -15:30　�「高頻度時系列からの情報抽出とスケーリングにつ

いて」 中村和幸・明治大学、MIMS研究員

8月6日

10:30 -11:30　�「オーロラ時系列データの構造解析」 

徳永旭将・明治大学研究推進員、 

GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）

13:00 -14:00　�「岡部理論による時系列の構造抽出と高速フーリエ

変換（10）」 四方義啓・多元数理研究所

●現象数理若手シンポジウム
第 10 回「Complex Phenomena from Statistical Point of View ～ 

Seismology, Environmentology and Economy ～」

開催日：2011年9月1日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

世話人：Hai-Yen Siew（GCOE-現象数理PD）

  9:45 -10:00　�「Opening speech」

10:00 -10:50　�「Modulated renewal models for inter-event times 

of earthquakes」Hai-Yen Siew・明治大学研究推進員、

GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）

11:00 -11:50　�「Stochastic reconstruction for spatiotemporal 

branching processes」 

Jiancang Zhuang・統計数理研究所

13:00 -13:50　�「An extension of the wrapped Cauchy distribution 

via Brownian motion」加藤昇吾・統計数理研究所

14:00 -14:50　�「Circular distributions of fallen logs as an 

indicator of the importance of windthrow in forest 

disturbance regime」阿部俊弘・統計数理研究所

15:00 -15:50　�「Introduction to copula with application to 

dependence structures in international equity 

markets」 沖本竜義・一橋大学

16:00 -16:50　�「Liquidity-constrained households and zero lower 

bounds in dynamic stochastic general equilibrium 

models: A sequential Monte Carlo approach」 

矢野浩一・駒澤大学

● GCOE  MAS セミナー
(Mathematical Sciences based on Modeling, Analysis and Simulation 

Seminar)

オーガナイザー：�三村昌泰（拠点リーダー） 

上山大信（事業推進担当者） 

池田幸太（MIMS研究員） 

木下修一（GCOE-現象数理SPD）

第 43 回 MAS Seminar

開催日：2011年7月7日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　�「Morphological design and evolutionary emergence 

of leafy moth/butterfly wing patterns」 

鈴木誉保・独立行政法人　農業生物資源研究所

第 44 回 MAS Seminar

開催日：2011年7月12日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A306

16:30 -18:00　�「Microemulsions as reaction-diffusion medium - 

Diverse reaction-diffusion patterns in the BZ-AOT 

system」 神長暁子・鹿児島大学

第 45 回 MAS Seminar

開催日：2011年9月28日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A306

16:30 -17:30　�「A-periodic Tilings and Icosahedral Viral Capsid 

Protein Assemblies」Chandrajit Bajaj ・University of 

Texas, USA

◆その他研究集会等（共催・本学会場）
●「非線形時系列に対する現象数理学の発展」シンポジウム
主催：�科学研究費補助金基盤研究(B)「正規定常過程に対する確率解

析の構築とその応用」

研究代表者：岡部靖憲（明治大学、事業推進担当者）

第 14 回　�「複雑系現象の時系列解析 14」 

－工学・行動・地球物理・数理現象－

開催期間：2011年9月30日～10月1日

会場：明治大学駿河台キャンパス研究棟第５会議室

9月30日

14:00 -15:00　�「データ同化法の分類と統計科学における定式化再考」 

中村和幸・明治大学、MIMS研究員

15:30 -16:30　�「時系列変化構造解析に基づく実証分析－脳波から

感情変化を抽出する試み－（2）」 

日高徹司・明治大学大学院D3

10月1日

10:30 -11:30　�「オーロラ時系列データの構造解析」  

徳永旭将・明治大学研究推進員、 

GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）

13:00 -14:00　�「正規定常過程に付随する時間遅れのある2階楕円型

偏微分方程式（3）」 

岡部靖憲・明治大学、事業推進担当者

14:30 -15:30　�「岡部理論による時系列の構造抽出と高速フーリエ

変換（11）」  四方義啓・多元数理研究所
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貝殻をはじめ自然界の模様には
メカニズムがある

４つの斜面を球が重力に反して登る

 明治大学グローバルCOEプログラム
「現象数理学の形成と発展」で推進する「現象数理学」を学べる専攻

明治大学は2011年に
創立130周年を迎えます

【キャンパス】 明治大学生田キャンパス（神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1）  【アクセス】 小田急線「生田駅」南口下車徒歩約10分

 　明治大学教務事務部 大学院事務室（生田：先端数理科学研究科）
【電話】044-934-7678   【メール】ams@mics.meiji.ac.jpお問い合わせ

※2013年4月に、中野キャンパスに移転予定

大学院 学生募集
入試日程

Ⅱ 期入学試験

入学試験実施日 合格発表日区分 出願期間

〔博士前期課程〕外国人留学生

〔博士前期課程〕一般・社会人

〔博士後期課程〕A方式（外国人留学生）

〔博士後期課程〕A方式（一般）

B方式※

2011年 11月24日（木）～12月6日（火）

2011年 12月15日（木）～12月20日（火）

2011年 11月24日（木）～12月6日（火）

2011年 12月15日（木）～12月20日（火）

2012年
2月2日(木)

　　　　　　
2012年
2月3日(金)　

【試験会場について】全て、明治大学生田キャンパスにて行います。※ただし、博士後期課程のB方式は書類選考のみのため、来校する必要はありません。

2012年
2月7日（火）

明治大学大学院　AMS 検 索● 入試日程等、詳細はホームページでご確認ください。

明治大学グローバルCOEプログラム 明治大学先端数理科学インスティテュート
Meiji University Global COE Program
Formation and Development of Mathematical Sciences
Based on Modeling and Analysis

Meiji Institute for Advanced Study of 
Mathematical Sciences

問い合わせ先
明治大学　教学企画部　グローバルCOE推進事務室
〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1
TEL:044-934-7662/FAX:044-934-7660
gcoe@mics.meiji.ac.jp
http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/
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【編集後記】 前号では、研究紹介の内容のはずが、私の写真ばかり目立ってしまいとてもお恥ずかしい次第です。今後もこのニュースレターに加え
て、 GCOEや先端研のホームページ、各種媒体を通じて研究活動の様子をお知らせしていきますのでよろしくお願いします。(JYW)


